
援

助

を

必

要

と

す

る

方

が

、

①

自

立

し

た

日

常

生

活

を

営

む

こ

と

が

で

き

る

よ

う

に

生

活

に

関

す

る

相

談

に

応

じ

、

助

言

そ

の

他

の

援

助

を

行

う

こ

と

、

②

福

祉

サ

ー

ビ

ス

を

適

切

に

利

用

す

る

た

め

に

必

要

な

情

報

の

提

供

そ

の

他

の

援

助

を

行

う

こ

と

が

役

割

で

す

。町

内

で

は

毎

月

第

二

水

曜

日

に

、

ひ

と

り

暮

ら

し

の

老

人

の

方

々

の

食

事

会

を

開

催

さ

れ

て

い

ま

す

。

打

越

美

枝

子

さ

ん

（

一

丁

目

担

当

）

金

谷

秀

紀

さ

ん

(

二

丁

目

担

当

）

阪

口

栄

夫

さ

ん

（

三

丁

目

担

当

）

エ

ン

ジ

色

の

お

揃

い

の

シ

ャ

ツ

を

着

た

、

別

名

「

赤

シ

ャ

ツ

」

と

も

呼

ば

れ

る

青

少

年

指

導

員

（

略

称

「

青

指

」

）

の

み

な

さ

ん

で

す

。

青

少

年

に

関

す

る

相

談

、

街

頭

指

導

、

啓

発

の

ほ

か

青

少

年

の

健

全

育

成

の

た

め

の

い

ろ

い

ろ

な

活

動

行

っ

て

い

ま

す

。

校

区

単

位

で

夜

間

の

徘

徊

、

喫

煙

、

飲

酒

へ

の

注

意

、

指

導

を

行

い

。

「

愛

の

一

言

運

動

」

を

実

施

し

て

い

ま

す

。

落

合

浩

司

さ

ん

滝

下

和

宏

さ

ん

松

田

直

樹

さ

ん

吉

田

智

さ

ん

冨

田

昌

宏

さ

ん

少

年

を

有

害

環

境

の

影

響

か

ら

守

る

た

め

に

補

導

活

動

や

助

言

活

動

等

を

行

っ

て

い

た

だ

い

て

い

ま

す

。

吉

田

博

さ

ん

ス

ポ

ー

ツ

推

進

委

員

で

組

織

し

て

い

る

「

岸

和

田

市

ス

ポ

ー

ツ

推

進

委

員

協

議

会

」

で

は

、

家

族

や

仲

間

で

楽

し

め

る

フ

ァ

ミ

リ

ー

ス

ポ

ー

ツ

の

普

及

を

目

指

し

て

い

ま

す

。

み

ん

な

で

楽

し

め

る

「

ソ

フ

ト

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

」

な

ど

の

講

習

会

・

大

会

、

ク

イ

ズ

に

答

え

な

が

ら

ゴ

ー

ル

を

目

指

す

「

ウ

ォ

ー

ク

ラ

リ

ー

」

、

冬

の

和

泉

葛

城

山

に

登

る

「

フ

ァ

ミ

リ

ー

登

山

」

等

を

開

催

し

て

い

ま

す

。

辻

真

哉

さ

ん

学

校

や

保

育

所

・

幼

稚

園

な

ど

で

、

園

児

・

児

童

・

生

徒

等

に

対

し

て

交

通

安

全

教

育

を

行

っ

た

り

、

交

通

指

導

を

行

な

う

役

割

で

す

。

毎

日

、

八

木

北

小

学

校

東

門

近

く

で

登

下

校

時

の

生

徒

の

安

全

確

認

に

尽

力

い

た

だ

い

て

い

ま

す

。

野

々

村

茂

さ

ん

子

ど

も

の

福

祉

に

関

連

す

る

機

関

と

児

童

委

員

の

連

絡

調

整

や

児

童

委

員

の

活

動

に

対

す

る

援

助

・

協

力

が

役

割

で

す

。

田

村

安

子

さ

ん

「

ウ

エ

ル

エ

イ

ジ

ン

グ

」

と

は

、

上

手

に

年

を

と

る

こ

と

、

寿

命

が

延

び

た

現

代

を

う

ま

く

生

き

抜

く

こ

と

と

い

う

意

味

の

造

語

。

「

ウ

エ

ル

エ

イ

ジ

ン

グ

き

し

わ

だ

」

計

画

で

は

市

民

一

人

ひ

と

り

が

健

康

で

実

り

豊

か

な

生

涯

づ

く

り

を

実

現

す

る

こ

と

を

目

指

し

て

い

ま

す

。

（

民

生

児

童

委

員

の

打

越

美

枝

子

さ

ん

が

委

員

で

す

。)
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七

月

五

日

で

き

た

よ

七

夕

笹

飾

り

前

日

雨

の

中

、

各

町

子

供

会

の

方

々

が

藪

か

ら

笹

を

準

備

し

て

く

だ

さ

い

ま

し

た

。

当

日

は

歌

や

紙

芝

居

で

和

や

か

に

な

っ

た

会

場

で

、

大

人

も

子

ど

も

も

七

夕

飾

り

を

作

り

、

笹

と

一

緒

に

持

ち

帰

り

ま

し

た

。

「

七

夕

ま

つ

り

」

は

、

地

域

の

力

で

子

供

た

ち

の

願

い

を

届

け

ま

す

。

「

み

づ

く

り

学

級

」

は

校

区

の

三

世

代

交

流

の

活

動

で

す

。

十

一

月

の

カ

ラ

オ

ケ

大

会

に

も

ご

参

加

を

お

願

い

し

ま

す

。

（

箕

土

路

青

少

年

会

館

館

長

藤

原

左

記

子

）

民

生

児

童

委

員

少

年

補

導

員

交

通

指

導

員

ス

ポ

ー

ツ

推

進

委

員

主

任

児

童

委

員

ウ

ェ

ル

エ

イ

ジ

ン

グ

推

進

委

員

青

少

年

指

導

員


